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【アメリカ】 会計検査院長の辞任と新院長の選任手続 
 
＊会計検査院ディビッド・ウォーカー院長が 2008 年 3 月 12 日、任期半ばで辞任した。後任が決定

されるまでは、院長代行がおかれる。会計検査院長はアメリカの公職の中でも任期が長いことと、

職務の困難性などから、後任の選任には難航も予想されている。 

 
 
ウォーカー院長任期途中での辞任 

 会計検査院(Government Accountability Office: GAO)のウォーカー院長は、2008 年

2 月 15 日に、新設されるピーター・ビーターソン財団の CEO に就任するため、辞任

を表明した。ウォーカー院長は転身の理由として、GAO 院長としての立場では、その

顧客である連邦議会に直接関連する主要な公共政策課題に対して自由に発言したり行

動したりできないことを挙げている(注 1)。ピーター・ピーターソン財団は、アメリカ

が直面する医療保険、財政赤字、エネルギー・環境問題、教育などの主要な公共政策

課題について、国民の理解を向上させる活動を行う民間の財団である。 
 3 月 13 日に、これまで院長に次ぐ地位である事務総長であったジーン・ドダーロ

(Gene Dodaro)氏が、院長代行に就任した。戦後では、健康上の理由で、ジョセフ・キ

ャンベル院長(在任 1954-1965 年)が任期途中で辞任した例がある。 
 
ウォーカー院長時代の GAO 

 1998 年 11 月に就任したウォーカー前院長は、公認会計士出身で、アーサー・アン

ダーセンの共同経営者から院長に就任した。財政規律の維持の熱心な主張者で、積極

的に GAO の改革を推進してきた。 
2002 年には、エネルギー政策策定過程に関する情報の開示を求めて、チェイニー副

大統領を提訴した。GAO の院長には、行政機関に必要な情報の提供を求める権限が法

定されているが、提訴は GAO の歴史で初めてのことであった。コロンビア特別区連邦

地方裁判所は訴えを却下し、ウォーカー院長は控訴しなかった。 
2004 年には、GAO の名称を設立以来の名称(General Accounting Office)から現在の

名称に変更した。「会計」から「説明責任」への変更は、その主要な機能の変化と、GAO
の重視する中心的な価値を反映させた改称であった。 

2005 年 9 月からは、シンクタンクなど各種の団体と共に、全米各地でタウンミーテ

ィング形式の、財政警鐘ツアー(Fiscal Wake-Up Tour)を開催している。GAO の各種

のデータをもとに、国民に財政赤字の実態を知らせ、急増する財政赤字と財政の持続

可能性の問題に対する関心を高めることが目的である。ウォーカー前院長は、退任後

もこの活動に継続して参加するとしている。 
2007 年 9 月には、イラクの治安状況回復等に関する評価指標の達成状況について、

報告書を刊行し、議会証言を行った。 
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GAO 院長の選任に関する規定 

 GAO 院長は、合衆国法典第 31 編第 703 条の規定に従って、選出される。院長が空

席となると、候補者を大統領に推薦するための、委員会を設置する。委員会は、 
・下院議長 
・上院議長代行 
・上院及び下院の多数党院内総務及び少数党の院内総務 
・上院国土安全保障・政府問題委員会の委員長及び少数党筆頭委員 
・下院行政監視政府改革委員会の委員長及び少数党筆頭委員 
の 10 名で構成される。 
 この候補者推薦委員会は、少なくとも 3 名の候補者を大統領に推薦する。大統領は、

さらなる候補者の推薦を委員会に要請することもできる。 
 大統領は推薦された候補者の中から、連邦議会上院の承認を経て、院長を任命する。

上院の承認に際しては、国土安全保障・政府問題委員会で公聴会が開催され、本会議

での表決が行われる。 
GAO は連邦議会の活動を補佐する機関ではあるが、院長は大統領が任命する。 
 

難航も予想される新院長の選任 

 これまでの歴代 GAO 院長は、弁護士、公認会計士、エコノミスト出身で、政治や行

政の分野で経験をもつ者が選任されてきた。GAO 院長は、任期が 15 年で再任は認め

られない。連邦最高裁判所の判事などは終身職であるが、任期が定められている公職

の中では、最も長い任期の職である。これに次ぐ任期の職としては、連邦準備制度理

事会の理事があり、任期は 14 年である。任期が長いことと、連邦議会のために政策評

価を行う機関の長という職務の特殊性や困難性から、後任の選任が難航する場合もあ

る。また、政治的な対立から候補者の選定や上院での承認に時間を要することもある。 
第 6 代バウシャー院長の退任から、第 7 代ウォーカー院長が選任されるまでには、2

年を要した。議会両院で共和党が多数派だったため、候補者推薦委員会も共和党委員

が過半数を占めた。共和党側は強硬で、委員会内の党派対立などから、民主党クリン

トン大統領への候補者の推薦に時間がかかったためである。 
アメリカでは、11 月に大統領選挙と議会選挙を控えおり、新院長は新大統領と新議

会のもとで選任される模様である。 
 
注（インターネット情報はすべて 2008 年 4 月 16 日現在である。） 

(1)Press release: David M. Walker, U.S. Comptroller General, announces early departure to head new 

public interest foundation. <http://www.gao.gov/press/cgdeparture2152008.pdf> 
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